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アンケート（市民・事業者・中学生）結果の概要 

１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

第３次守谷市環境基本計画（計画年度：令和８～17 年度）の策定にあたり、環境に対す

る意識を把握するため、市民・事業者・中学生に対して意識調査を実施し、基礎資料となる

データの収集及び分析を行い、地域の抱える課題を特定することを目的としています。 

なお、本資料は主な意見を抜粋し作成しています。詳細結果については別資料（「第３次

守谷市環境基本計画」策定のための市民意識調査報告書）をご覧ください。 

 

（２）調査の方法等 

①調査対象 ア：守谷市内の市民（16 歳以上の市内在住者から無作為抽出） 

 イ：守谷市内の事業者（守谷市商工会に所属する企業） 

 ウ：守谷市内の中学生（市内の４中学校、２年生の１クラス） 

②調査方法 ア・イ：調査票の配布は郵送にて実施し、回収は調査票に直接記入したものを、

返信用封筒にて返送 

 ウ：各学校へ Web アンケートを実施 

③調査時期 令和６年９月 26 日（木）～10月 18日（金） 

 

（３）回収状況 

①対象件数 ア：3,000 人 

 イ：400 事業所 

 ウ：139 人 

②回収数(率) ア：1,186 人 （39.5％） 

 イ：133 事業所 （33.3％） 

 ウ：139 人 （100.0％） 
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２ アンケート調査の結果・分析 

（１）守谷市内の市民（16歳以上の市内在住者） 

①回答者の属性 

a. 年齢 

 

 

b. 居住地区 

 

  

10歳代

33

2.8%

20歳代

66

5.6%

30歳代

138

11.6%

40歳代

231

19.5%

50歳代

236

19.9%

60歳代

206

17.4%

70歳以上

269

22.7%

無回答

7

0.6%

n=1,186

守谷（小山・同地・赤

法花・本町・松並青

葉・松並・百合ケ丘・

ひがし野・中央）

465

39.2%

高野（高野・鈴塚・乙子）

17

1.4%

大野（野木崎・大柏）

43

3.6%

大井沢（立沢・大山新

田・大木・板戸井）

49

4.1%

北守谷（久保ケ丘・御所ケ

丘・松前台・薬師台）

263

22.2%

みずき野

117

9.9%

南守谷（けやき台・

松ケ丘）

187

15.8%

美園

36

3.0%

無回答

9

0.8%

n=1,186
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②環境問題の関心度 

環境問題に関心があるか聞いたところ、「関心がある」が 61.3％で最も多く、次に「あま

り関心がないが、自分の生活にも関係する問題であることには気づいている」が 30.4％、

「とても関心があり、自分から積極的に情報収集や勉強をしている」が 6.2％となっていま

す。 

「とても関心がある」と「関心がある」を合計したものを『関心がある』としてみると、

年齢別では 60 歳代で 75.7％が最も多くなっており、年齢が高くなるほど環境問題への関

心が高くなる傾向となっています。 

第２次環境基本計画策定時に行ったアンケート調査結果と比較すると、『関心がある』と

回答した割合は 2.5％増加しています。 

 

 

 
 

 

  

6.2%

9.1%

6.1%

1.4%

7.8%

6.8%

3.9%

8.2%

61.3%

42.4%

40.9%

49.3%

58.0%

65.3%

71.8%

66.9%

30.4%

45.5%

51.5%

47.1%

31.6%

25.8%

23.3%

23.0%

1.4%

3.0%

1.5%

1.4%

1.3%

2.1%

0.0%

1.9%

0.8%

0.0%

0.0%

0.7%

1.3%

0.0%

1.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,186）

10歳代（n=33）

20歳代（n=66）

30歳代（n=138）

40歳代（n=231）

50歳代（n=236）

60歳代（n=206）

70歳以上（n=269）

とても関心がある 関心がある あまり関心がない 関心ない 不明

10.5%

6.2%

54.5%

61.3%

34.3%

30.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第２次計画策定時(n=1,093)

第３次計画策定時(n=1,186)

大変関心がある 関心がある あまり関心がない 関心がない 不明

65.0%

67.5%（2.5％増）

『関心がある』 

67.5％（800人） 
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③関心のある環境問題 

どのような環境問題に関心があるか聞いたところ、「生活環境問題（ごみ、大気、水質、

土壌、騒音、振動、地盤の沈下、悪臭等）」が 78.8％で最も多く、次に「地球環境問題（地

球温暖化の進行、気候変動による影響と対策等）」が 77.7％、「自然環境問題（生物の生息・

生育環境、外来種、耕作放棄地、自然景観等）」が 59.3％となっています。 

環境問題への関心が高い人（P.4『関心がある』に該当する 800 人）と全体を比較すると、

自然環境問題、生活環境問題、地球環境問題の３項目で全体よりも高くなっていますが、

まちの魅力や快適さに関する問題については若干低くなっています。 

年齢別にみると、自然環境問題は 10 歳代、生活環境問題は 70 歳以上、地球環境問題は

60 歳代、まちの魅力や快適さに関する問題は 30 歳代がそれぞれ最も高くなっています。 

地区別にみると、高野地区では自然環境問題、生活環境問題に関する環境問題への関心

が高い傾向にあります。 

 
 

 

  

59.3%

78.8%

77.7%

51.4%

1.2%

1.0%

67.5%

82.3%

83.1%

51.3%

1.5%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然環境問題

（生物の生息・生育環境、外来種、耕作放棄地、自然景観等）

生活環境問題

（ごみ、大気、水質、土壌、騒音、振動、地盤の沈下、悪臭等）

地球環境問題

（地球温暖化の進行、気候変動による影響と対策等）

まちの魅力や快適さに関係する問題

（買い物や交通の便利さ、都市景観や歴史、文化の保全等）

その他の問題

不明

全体（n=1,186） 環境問題への関心が高い人（n=800）

59.3%

66.7%

50.0%

60.1%

53.2%

63.1%

66.5%

57.2%

78.8%

48.5%

60.6%

72.5%

79.2%

81.4%

81.6%

86.6%

77.7%

72.7%

59.1%

71.7%

73.2%

82.6%

87.9%

78.4%

51.4%

36.4%

50.0%

55.8%

53.7%

50.8%

51.5%

50.2%

1.2%

6.1%

1.5%

0.0%

1.3%

2.1%

0.5%

0.7%

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300% 350%

全体（n=1,186）

10歳代（n=33）

20歳代（n=66）

30歳代（n=138）

40歳代（n=231）

50歳代（n=236）

60歳代（n=206）

70歳以上（n=269）

自然環境問題（生物の生息・生育環境、外来種、耕作放棄地、自然景観等）

生活環境問題（ごみ、大気、水質、土壌、騒音、振動、地盤の沈下、悪臭等）

地球環境問題（地球温暖化の進行、気候変動による影響と対策等）

まちの魅力や快適さに関係する問題（買い物や交通の便利さ、都市景観や歴史、文化の保全等）

その他の問題
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④市の環境を良くするための市民の取組 

守谷市の環境を良くするために、市民はどのような方法で取り組むことが重要かを聞い

たところ、「環境美化の日等の市全体の活動に参加することで、環境の保全や改善に向けて

取り組む」が 66.5％で最も多く、次に「個人が率先して、環境の保全や改善に向けて取り

組む」が 66.2％、「ボランティア活動等の団体で、環境の保全や改善に向けて取り組む」が

42.5％となっています。 

年齢別にみると、「個人が率先して、環境の保全や改善に向けて取り組む」及び「環境美

化の日等の市全体の活動に参加することで、環境の保全や改善に向けて取り組む」は年齢

が高くなるにしたがって割合も高くなり、それぞれ 60 歳代では 72.3％、70 歳代では 74.3％

となっています。「ボランティア活動等の団体で、環境の保全や改善に向けて取り組む」は

10 歳代の割合が他世代と比較して突出して高くなっています。 

  

59.3%

58.7%

70.6%

48.8%

61.2%

61.6%

61.5%

58.3%

58.3%

78.8%

75.1%

94.1%

83.7%

77.6%

84.0%

83.8%

77.0%

77.8%

77.7%

75.7%

70.6%

81.4%

61.2%

81.4%

81.2%

78.1%

91.7%

51.4%

53.1%

58.8%

46.5%

40.8%

51.7%

57.3%

46.5%

52.8%

1.2%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

1.5%

0.9%

1.1%

0.0%

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300% 350%

全体（n=1,186）

守谷地区（n=465）

高野地区（n=17）

大野地区（n=43）

大井沢地区（n=49）

北守谷地区（n=263）

みずき野地区（n=117）

南守谷地区（n=187）

美園地区（n=36）

自然環境問題（生物の生息・生育環境、外来種、耕作放棄地、自然景観等）

生活環境問題（ごみ、大気、水質、土壌、騒音、振動、地盤の沈下、悪臭等）

地球環境問題（地球温暖化の進行、気候変動による影響と対策等）

まちの魅力や快適さに関係する問題（買い物や交通の便利さ、都市景観や歴史、文化の保全等）

その他の問題

66.2%

54.5%

65.2%

63.0%

61.9%

66.5%

72.3%

68.8%

42.5%

51.5%

37.9%

45.7%

43.7%

41.1%

43.7%

40.9%

66.5%

54.5%

57.6%

58.7%

61.0%

69.1%

69.9%

74.3%

2.0%

3.0%

3.0%

2.2%

4.3%

1.7%

0.0%

1.5%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

全体（n=1,186）

10歳代（n=33）

20歳代（n=66）

30歳代（n=138）

40歳代（n=231）

50歳代（n=236）

60歳代（n=206）

70歳以上（n=269）

個人が率先して、環境の保全や改善に向けて取り組む

ボランティア活動等の団体で、環境の保全や改善に向けて取り組む

環境美化の日等の市全体の活動に参加することで、環境の保全や改善に向けて取り組む

市民が環境の保全や改善に向けて取り組む必要はない

その他

不明
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⑤市の環境を良くするために行われる地域活動や環境事業への参加意向 

守谷市の環境を良くするための地域活動や環境事業への参加意思を聞いたところ、「地域

活動や環境事業の内容や、自分への負担を考慮して、参加を検討したい」が 67.9％で最も

多く、次に「自分への負担が大きいため、参加は難しい」が 20.7％、「様々な地域活動や環

境事業へ積極的に参加したい」が 6.5％となっています。 

地域別にみると、全ての地区で参加意向は６割以上となっていますが、守谷地区や北守

谷地区、南守谷地区では「自分への負担が大きいため、参加は難しい」が全体よりも高くな

っています。 

  

6.5%

6.9%

11.8%

9.3%

14.3%

6.1%

4.3%

3.7%

5.6%

67.9%

66.7%

76.5%

72.1%

65.3%

69.2%

75.2%

62.6%

75.0%

20.7%

21.5%

11.8%

11.6%

14.3%

20.2%

17.9%

27.3%

16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,186）

守谷地区（n=465）

高野地区（n=17）

大野地区（n=43）

大井沢地区（n=49）

北守谷地区（n=263）

みずき野地区（n=117）

南守谷地区（n=187）

美園地区（n=36）

様々な地域活動や環境事業へ積極的に参加したい

地域活動や環境事業の内容や、自分への負担を考慮して、参加を検討したい

自分への負担が大きいため、参加は難しい

参加する必要はない

その他

不明
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⑥第２次守谷市環境基本計画の認知度 

第２次守谷市環境基本計画を知っているかを聞いたところ、「策定されていることを知ら

ない」が 64.5％で最も多く、次に「策定されていることを聞いたことがあるが、内容はほ

とんど知らない」が 27.2％、「策定されていることを知っており、内容も少し知っている」

が 5.9％となっています。 

Ｐ.４で環境問題に「とても関心がある」と回答した方（6.2％）でも、第２次守谷市環境

基本計画の認知度は半数以下となっています。 

 

 

⑦ゼロカーボンシティの表明の認知度 

守谷市が令和２年度にゼロカーボンシティを表明したことを知っているかを聞いたとこ

ろ、「表明したことを知らない」が 71.1％で最も多く、次に「表明したことを聞いたことが

あるが、内容はほとんど知らない」が 20.2％、「表明したことを知っており、内容も少し知

っている」が 6.2％となっています。 

Ｐ.４で環境問題に「とても関心がある」と回答した方（6.2％）でも、ゼロカーボンシテ

ィの表明の認知度は４割程度となっています。前頁 

 

  

0.9%

1.4%

1.2%

0.3%

5.9%

16.4%

6.6%

2.5%

5.9%

27.2%

28.8%

31.4%

19.2%

5.9%

64.5%

53.4%

58.7%

77.5%

88.2%

1.5%

0.0%

2.1%

0.6%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,186）

とても関心がある（n=73）

関心がある（n=727）

あまり関心がない（n=360）

関心ない（n=17）

策定されていることを知っており、内容も大体知っている

策定されていることを知っており、内容も少し知っている

策定されていることを聞いたことがあるが、内容はほとんど知らない

策定されていることを知らない

不明

1.2%

2.7%

1.5%

0.3%

6.2%

13.7%

7.2%

2.8%

20.2%

23.3%

22.4%

15.8%

5.9%

71.1%

60.3%

67.0%

80.6%

94.1%

1.4%

0.0%

1.9%

0.6%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,186）

とても関心がある（n=73）

関心がある（n=727）

あまり関心がない（n=360）

関心ない（n=17）

表明したことを知っており、内容も大体知っている

表明したことを知っており、内容も少し知っている

表明したことを聞いたことがあるが、内容はほとんど知らない

表明したことを知らない

不明
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（２）守谷市内の事業者（守谷市商工会に所属する企業） 

①回答者の属性 

a. 業種 

 

b. 従業員数 

 

  

農林水産業

1

0.8%

建設業

18

13.5% 製造業

16

12.0%

電気、ガス、熱供

給、水道業

1

0.8%

情報通信業

2

1.5%

運輸業、郵便業

5

3.8%

卸売業、小売業

11

8.3%金融業、保険業

1

0.8%
不動産、物品賃貸業

15

11.3%

学術研究、専門・技

術サービス業

9

6.8%

宿泊業、飲食サービス業

7

5.3%

生活関連サービス

業、娯楽業

7

5.3%

教育、学習支援業

2

1.5%

医療、福祉

12

9.0%

複合サービス業

1

0.8%

サービス業（他に分

類されないもの）

18

13.5%

その他

6

4.5%

無回答

1

0.8%

n=133
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②環境問題の関心度 

環境問題への関心度について、全体の傾向をみると「関心がある」が 62.4％で最も多く、

次に「あまり関心がないが、事業所にも関係する問題であることには気づいている」が

19.5％、「とても関心があり、事業所として積極的に情報収集や勉強をしている」が 10.5％

となっています。 

「とても関心がある」と「関心がある」を合計したものを『関心がある』としてみると、

業種別では卸売業、小売業で 81.8％が最も多くなっており、次いで不動産、物品賃貸業が

80.0％、サービス業（他に分類されないもの）が 77.8％となっています。どの業種におい

ても半数以上が『関心がある』となっています。しかし、サービス業においては「事業所と

は関係ないと思うし、関心もない」が 11.1％となっており、他業種よりも環境問題への関

心が低い傾向にあります。 

 
 

③環境の保全や改善に向けた取組 

環境の保全や改善に向けた取組の取組状況を聞いたところ、現在取り組んでいることと

して「電気・燃料・水の使用量の節約」、「廃棄物の減量化・再資源化」といった項目は、回

答者の 60%以上が「現在取り組んでいる」と回答しています。 

  

10.5%

11.1%

11.1%

6.3%

20.0%
0.0%

9.1%

11.9%

62.4%

61.1%

66.7%

56.3%

60.0%

75.0%

72.7%

57.1%

19.5%

22.2%

11.1%

31.3%

20.0%

8.3%

18.2%

21.4%

6.0%

5.6%

11.1%

6.3%

8.3%

7.1%

1.5%

8.3%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=133)

建設業(n=18)

サービス業(他に分類されないもの）(n=18)

製造業(n=16)

不動産、物品賃貸業(n=15)

医療、福祉(n=12)

卸売業、小売業(n=11)

他業種(n=44)

とても関心があり、事業所として積極的に情報収集や勉強をしている

関心がある

あまり関心がないが、事業所にも関係する問題であることには気づいている

事業所とは関係ないと思うし、関心もない

不明

66.2

60.2

33.1

38.3

42.1

25.6

7.5

15.8

34.6

16.5

5.3

18.0

11.3

10.5

17.3

15.0

24.8

27.1

41.4

33.8

39.1

38.3

42.9

40.6

26.3

41.4

33.8

46.6

36.1

27.1

45.1

33.8

2.3

3.8

11.3

14.3

6.0

21.8

34.6

28.6

25.6

26.3

45.9

24.1

34.6

45.9

23.3

34.6

6.8

9.0

14.3

13.5

12.8

14.3

15.0

15.0

13.5

15.8

15.0

11.3

18.0

16.5

14.3

16.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)電気 燃料 水の使用量の節約

(２)廃棄物の減量化 再資源化

(３)大気汚染、水質汚濁、騒音 振動等の公害対策

(４)従業員への環境教育

(５)事業所周辺の清掃等の環境保全活動

(６)高効率機器 設備の導入

(７)省エネ診断の受診

(８)再生可能エネルギーの導入(太陽光等)

(９)敷地内や屋上等の緑化

(10)効率的な物流による省エネルギー化

(11)環境保全に関連する認証取得や登録

(12)次世代自動車の導入

(13)環境への影響が少ない商品の開発

(14)敷地内にビオトープ等の動植物の

保全エリアを設置

(15)地域の環境保全活動への参加

(16)グリーン購入の実践

現在取り組んでいる 現在は取り組んでいないが、今後取り組みたい 関心がない 無回答 (n=133)
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④環境への負担を減らすための努力や工夫 

環境への負担を減らすために、事業の中で努力や工夫をどの程度することができるかを

聞いたところ、「現在の事業レベル（生産性、採算性等）を現状維持する範囲内で、環境へ

の負担を減らす努力や工夫を行う」が 68.4％で最も多く、次に「環境を大切にしていくこ

とを最優先に、努力や工夫を行う」が 15.8％、「現在の事業レベル（生産性、採算性等）に

影響があるなら、環境への負担を減らす努力や工夫は行わない」が 6.0％となっています。 

従業員数別にみると、どの分類においても「現在の事業レベル（生産性、採算性等）を現

状維持する範囲内で、環境への負担を減らす努力や工夫を行う」が半数以上を占めていま

す。 

 
 

⑤環境保全等の取組への障害 

環境保全や改善に向けた取組への障害を聞いたところ、「取組を行うための資金が不足し

ている」が 48.1％で最も多く、次に「取組を行うための人材が不足している」が 42.1％、

「取組を行うための時間が不足している」が 39.1％となっています。 

従業員数別にみると、どの分類においても資金不足、人材不足、時間不足が障害となっ

ています。従業員数が少ないと「環境問題の現状や具体的な対応策に関する情報がない」、

「他の企業等と協力して取組を推進するための組織がない」という回答割合が高くなる傾

向があります。 

  

15.8%

20.0%

33.3%

50.0%

5.3%

3.8%

13.6%

33.3%

68.4%

66.3%

72.7%

92.9%

50.0%

50.0%

66.7%

100.0%

6.0%

5.0%

9.1%

7.1%

16.7%

0.8%
3.8%

5.0%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=133)

４人以下(n=80)

５人～９人(n=22)

10人～29人(n=14)

30人～49人(n=6)

50人～99人(n=4)

100人～299人(n=3)

300人以上(n=1)

環境を大切にしていくことを最優先に、努力や工夫を行う

現在の事業レベル（生産性、採算性等）を今よりも落としたとしても、環境への負担を減らす努力や工夫を行う

現在の事業レベル（生産性、採算性等）を現状維持する範囲内で、環境への負担を減らす努力や工夫を行う

現在の事業レベル（生産性、採算性等）に影響があるなら、環境への負担を減らす努力や工夫は行わない

その他

不明

24.1%

25.0%

36.4%

7.1%

16.7%

48.1%

43.8%

45.5%

64.3%

66.7%

100.0%

33.3%

100.0%

42.1%

30.0%

50.0%

71.4%

50.0%

100.0%

66.7%

39.1%

33.8%

40.9%

50.0%

66.7%

100.0%

100.0%

27.1%

30.0%

27.3%

21.4%

33.3%

15.0%

20.0%

9.1%

14.3%

33.3%

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300% 350%

全体(n=133)

４人以下(n=80)

５人～９人(n=22)

10人～29人(n=14)

30人～49人(n=6)

50人～99人(n=4)

100人～299人(n=3)

300人以上(n=1)

環境問題の現状や具体的な対応策に関する情報がない
取組を行うための資金が不足している
取組を行うための人材が不足している
取組を行うための時間が不足している
他の企業等と協力して取組を推進するための組織がない
取組の方法について、相談する機関や窓口がない
消費者の協力が得られない
特に障害はない
その他
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⑥地域活動や環境事業への参加 

守谷市の環境を良くするために地域活動や環境事業への参加について聞いたところ、「地

域活動や環境事業の内容や、自社への負担を考慮して、参加を検討したい」が 51.1％で最

も多く、次に「業務や資金等への影響が大きいため、参加は難しい」が 31.6％、「様々な地

域活動や環境事業へ積極的に参加したい」が 6.0％となっています。 

従業員数別にみると、地域活動や環境事業への参加は従業員が多くなるにしたがって、

参加意欲が高くなる傾向にあります。 

 

  

6.0%

5.0%

9.1%

7.1%

25.0%

51.1%

47.5%

50.0%

71.4%

66.7%

50.0%

66.7%

100.0%

31.6%

32.5%

36.4%

21.4%

33.3%

25.0%

33.3%

5.3%

7.5%

2.3%

2.5%

3.8%

5.0%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=133)

４人以下(n=80)

５人～９人(n=22)

10人～29人(n=14)

30人～49人(n=6)

50人～99人(n=4)

100人～299人(n=3)

300人以上(n=1)

様々な地域活動や環境事業へ積極的に参加したい

地域活動や環境事業の内容や、自社への負担を考慮して、参加を検討したい

業務や資金等への影響が大きいため、参加は難しい

事業所が参加する必要はない

その他

不明
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⑦重要だと思う制度や支援 

守谷市内で環境に配慮した事業を行っていくにあたり、重要だと思う制度や支援はどの

ようなことかを聞いたところ、「環境に配慮した設備投資等への公的補助・助成」が 70.7％

で最も多く、次に「環境に配慮した事業を行っている事業所への税制上の優遇措置」が

46.6％、「環境問題を解決するための新しい技術の開発や研究活動等への公的補助・助成」

が 42.1％となっています。 

事業種別にみると、建設業では「環境に配慮した事業に関する相談体制」、サービス業で

は「公共交通を利用した通勤への公的補助・助成」、製造業では「環境に配慮した設備投資

等への公的補助・助成」、不動産、物品賃貸業では「環境に配慮した事業を行っている事業

所への税制上の優遇措置」、医療、福祉では「環境に配慮した事業を行うための条例等のル

ールの制定」、卸売業、小売業では「優良事業に対する公的機関からの表彰制度」が全体と

比較して高くなっています。 

 

  

70.7%

72.2%

61.1%

87.5%

80.0%

58.3%

45.5%

73.8%

30.1%

27.8%

55.6%

25.0%

13.3%

25.0%

36.4%

26.2%

42.1%

22.2%

33.3%

43.8%

53.3%

33.3%

27.3%

57.1%

46.6%

50.0%

44.4%

56.3%

86.7%

25.0%

45.5%

33.3%

6.8%

5.6%

6.7%

18.2%

11.9%

28.6%

33.3%

16.7%

25.0%

33.3%

41.7%

36.4%

26.2%

24.1%

38.9%

22.2%

31.3%

26.7%

33.3%

18.2%

14.3%

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300% 350%

全体(n=133)

建設業(n=18)

サービス業(他に分類されないもの）(n=18)

製造業(n=16)

不動産、物品賃貸業(n=15)

医療、福祉(n=12)

卸売業、小売業(n=11)

他業種(n=44)

環境に配慮した設備投資等への公的補助・助成

公共交通を利用した通勤への公的補助・助成

環境問題を解決するための新しい技術の開発や研究活動等への公的補助・助成

環境に配慮した事業を行っている事業所への税制上の優遇措置

優良事業所に対する公的機関からの表彰制度

環境に配慮した事業を行うための条例等のルールの制定

環境に配慮した事業に関する相談体制

事業者の自主性にまかせるものであるため、行政による制度や支援は必要ない

その他

不明
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⑧第２次守谷市環境基本計画の認知度 

第２次守谷市環境基本計画の認知度は、全体では「策定されていることを知らない」が

55.6％で最も多く、次に「策定されていることを聞いたことがあるが、内容はほとんど知

らない」が 30.8％、「策定されていることを知っており、内容も少し知っている」が 8.3％

となっています。 

業種別にみると、製造業・不動産、物品賃貸業・医療、福祉で「策定されていることを知

っており、内容も大体知っている」と回答していますが、多くの業種で「策定されているこ

とを知らない」、「策定されていることを聞いたことがあるが、内容はほとんど知らない」

と回答しています。 

 
 

⑨ゼロカーボンシティの表明の認知度 

ゼロカーボンシティの表明の認知度は、全体では「表明したことを知らない」が 62.4％

で最も多く、次に「表明したことを聞いたことがあるが、内容はほとんど知らない」が 24.1％、

「表明したことを知っており、内容も少し知っている」が 9.0％となっています。 

業種別にみると、不動産、物品賃貸業及び医療、福祉で「表明したことを知っており、内

容も大体知っている」と回答していますが、多くの業種で「表明したことを聞いたことが

あるが、内容はほとんど知らない」、「表明したことを知らない」と回答しており、第２次守

谷市環境基本計画の認知度よりも低くなっている傾向があります。 

  

3.0%

6.3%

6.7%

16.7%

8.3%

5.6%

16.7%

12.5%

6.7%

9.5%

30.8%

27.8%

33.3%

37.5%

20.0%

25.0%

54.5%

28.6%

55.6%

55.6%

50.0%

43.8%

66.7%

50.0%

45.5%

61.9%

2.3%

11.1%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=133)

建設業(n=18)

サービス業(他に分類されないもの）(n=18)

製造業(n=16)

不動産、物品賃貸業(n=15)

医療、福祉(n=12)

卸売業、小売業(n=11)

他業種(n=44)

策定されていることを知っており、内容も大体知っている

策定されていることを知っており、内容も少し知っている

策定されていることを聞いたことがあるが、内容はほとんど知らない

策定されていることを知らない

不明

2.3%

6.7%

16.7%

9.0%

5.6%

16.7%

12.5%

13.3%

9.5%

24.1%

22.2%

5.6%

43.8%

13.3%

16.7%

36.4%

28.6%

62.4%

61.1%

77.8%

43.8%

66.7%

58.3%

63.6%

61.9%

2.3%

11.1%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=133)

建設業(n=18)

サービス業(他に分類されないもの）(n=18)

製造業(n=16)

不動産、物品賃貸業(n=15)

医療、福祉(n=12)

卸売業、小売業(n=11)

他業種(n=44)

表明したことを知っており、内容も大体知っている

表明したことを知っており、内容も少し知っている

表明したことを聞いたことがあるが、内容はほとんど知らない

表明したことを知らない

不明
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（３）守谷市内の中学生（市内の４中学校、２年生の１クラス） 

①環境問題の関心度 

環境問題に関心があるかを聞いたところ、「あまり関心がないが、自分の生活にも関係す

る問題であることには気づいている」が 57.6％で最も多く、次に「関心がある」が 33.8％、

「とても関心があり、自分から積極的に情報収集や勉強をしている」が 5.8％となっていま

す。 

 

②環境問題の情報を得る方法 

環境問題に関する情報をどのような方法で得ているかを聞いたところ、「テレビ」が

91.4％で最も多く、次に「学校（授業、部活動等）」が 71.9％、「SNS（X(旧 Twitter)、YouTube

等）」が 59.0％となっています。 

 

  

とても関心があ

り、自分から積極

的に情報収集や勉

強をしている

8

5.8%

関心がある

47

33.8%
あまり関心がないが、自

分の生活にも関係する問

題であることには気づい

ている

80

57.6%

自分の生活とは関

係ないと思うし、

関心もない

4

2.9%

n=139

22.3

91.4

12.2

48.2

59.0

71.9

5.8

10.1

2.2

1.4

0.0

0 20 40 60 80 100

本(n=31)

テレビ(n=127)

新聞(n=17)

ウェブサイト(n=67)

SNS（X(旧Twitter)、youtube等）(n=82)

学校（授業、部活動等）(n=100)

環境に関するイベント（自然観察会や講演会等）(n=8)

市民活動やボランティア活動(n=14)

環境問題に関する情報を調べたことはない(n=3)

その他(n=2)

無回答(n=0)

(%)

n=139
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③関心のある環境問題 

どのような環境問題に関心があるかを聞いたところ、「地球環境問題（地球温暖化の進行、

気候変動による影響と対策等）」が 76.3％で最も多く、次に「自然環境問題（生物の生息・

生育環境、外来種、耕作放棄地、自然景観等）」が 64.7％、「生活環境問題（ごみ、大気、

水質、土壌、騒音、振動、地盤の沈下、悪臭等）」が 51.1％となっています。 

 
 

④学びたい環境項目 

環境について知りたい学びたい内容を聞いたところ、「水や空気のきれいさに関すること」

が 62.6％で最も多く、次に「再生可能エネルギー（太陽光や風力等）や省エネ等の地球温

暖化の対策に関すること」が 54.0％、「生物が生きる環境や外来種の対策等の生物の保全に

関すること」が 47.5％となっています。 

 

  

64.7

51.1

76.3

28.1

1.4

0.0

0 20 40 60 80 100

自然環境問題（生物の生息・生育環境、外来種、耕作放

棄地、自然景観等）(n=90)

生活環境問題（ごみ、大気、水質、土壌、騒音、振動、

地盤の沈下、悪臭等）(n=71)

地球環境問題（地球温暖化の進行、気候変動による影響

と対策等）(n=106)

まちの魅力や快適さに関係する問題（買い物や交通の便

利さ、良好な景観や歴史、文化の保全等）(n=39)

その他の問題(n=2)

無回答(n=0)

(%)

n=139

47.5

54.0

62.6

43.9

23.7

41.7

24.5

26.6

0.7

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

生物が生きる環境や外来種の対策等の生物の保全に関す

ること(n=66)

再生可能エネルギー（太陽光や風力等）や省エネ等の地

球温暖化の対策に関すること(n=75)

水や空気のきれいさに関すること(n=87)

リサイクル等のごみを減らしたり、再利用すること

(n=61)

車や工場から出る音やにおいに関すること(n=33)

公園や自然とふれあう緑や水辺を増やすこと(n=58)

守谷市の歴史や文化に関すること(n=34)

守谷市が環境を守るために現在取り組んでいること

(n=37)

その他(n=1)

無回答(n=0)

(%)

n=139
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⑤将来のまちの姿 

将来どのようなまちになると良いかを聞いたところ、「ごみが少ないきれいなまち」が

61.2％で最も多く、次に「自然の中でたくさん遊ぶことができるまち」が 56.8％、「自然が

豊かで、たくさんの生物がいるまち」が 48.2％となっています。 

 

 

⑥学校での取組内容 

環境保全・改善を進めるために、学校ではどのようなことに取り組んだら良いか聞いた

ところ、「学校全体で無駄な電気や水を使わないようにする」が 57.6％で最も多く、次に、

「学校全体でごみの減量や再利用、分別等を行う」が 56.1％、「学校内に雨水をためる施設

や太陽光発電システム等の環境にやさしい施設を整備する」が 50.4％となっています。 

 

48.2

56.8

61.2

38.8

43.2

26.6

10.8

3.6

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

自然が豊かで、たくさんの生物がいるまち(n=67)

自然の中でたくさん遊ぶことができるまち(n=79)

ごみが少ないきれいなまち(n=85)

景色がきれいなまち(n=54)

空気がきれいなまち(n=60)

川や水路のきれいなまち(n=37)

環境についてたくさん学ぶことができるまち(n=15)

その他(n=5)

無回答(n=0)

(%)

n=139

49.6

18.7

57.6

50.4

56.1

30.9

10.1

1.4

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

環境に関する授業を今より充実させる(n=69)

保護者と一緒に環境に関して学べる機会をつくる(n=26)

学校全体で無駄な電気や水を使わないようにする(n=80)

学校内に雨水をためる施設や太陽光発電システム等の環境

にやさしい施設を整備する(n=70)

学校全体でごみの減量や再利用、分別等を行う(n=78)

地域の人たちと一緒に環境を守る活動を行う(n=43)

特になし(n=14)

その他(n=2)

無回答(n=0)

(%)

n=139


